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Target〉 留学生をはじめ外国人と接する時，日本語はコミュニケーション手段の
基本となり，その日本語を支えているものは文法である．この文法は国文法と
は異なる視点で形成された外国人のための日本語教育の文法である．テキス
トだけにとどまらず時には留学生もまじえ生きた日本語の仕組みを体感する．

Outline〉 「外国人のための日本語」について文法を軸に仕組みを学ぶ．
Keyword〉 外国人のための日本語, コミュニケーションの道具, 運用
Goal〉 外国人のための日本語の仕組みを学び，日本語指導やコミュニケーション
時の基本とする．

Schedule〉
1. 1◯本授業の進め方 2◯各自の外国語習得について 3◯日本語教育とは
2. 1◯日本語教育のこれまで 2◯外国人のための日本語 (以下「日本語」とする)
の特徴 (1)SOV型・主語の省略・従属節

3.「日本語」の特徴 (2)複数・助数詞など
4.音声 ·リズム
5.文法 1◯国文法との違い 2◯品詞 3◯名詞文「∼ は ∼ です」
6. 1◯動詞とは 2◯その活用 3◯文型とは
7.その文型の機能とそれ支える各フォーム (1)て形，ない形，た形
8.その文型の機能とそれ支える各フォーム (2)辞書形，可能形，意向形，命
令・禁止形

9.その文型の機能とそれ支える各フォーム (3)受身形，使役形，敬語
10. 1◯アスペクト 2◯まとめ-留学生と共に
11. 1◯形容詞とは 2◯その活用 3◯形容詞の機能 (1)印象・感想，描写
12. 1◯形容詞の機能 (2) 2◯∼ たい・∼ ほしい
13. 1◯助詞 2◯接続詞 3◯副詞の役割と機能
14.表記 1◯ひらがな・かたかな・漢字について
15.表記 2◯導入-留学生と共に
16.総括授業

Evaluation Criteria〉 課題への取り組み方，クラスでの姿勢，レポートなどによっ
て評価する．

Re-evaluation〉 無
Textbook〉 授業初日に伝える
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218927
Contact〉

⇒ Hashimoto (+81-88-656-9872, hashimoto@isc.tokushima-u.ac.jp) Mail

— 1 —

http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/172309/profile-en.html
http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218927
mailto:hashimoto@isc.tokushima-u.ac.jp

